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登録リスト（該当：52件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 上田市の歴史を活かした観光]	上田市の歴史を活かした観光	海野町についてです。
この街は、江戸時代の旅籠づくりの建物と明治時代以降の養蚕が盛んな頃に建てれた家々が今も大切に保管されています。養蚕づくりに適した伝統的な造りをしており、1986年には「日本の道百選」に、 1987年には「重要伝統的建造物群保存地区」に選定され重要な文化財となっています。	2024-02-13
	2	[image: 真田神社について]	真田神社について	上田城跡に存在している神社である。真田神社は明治時代、旧藩主の松平氏に対する恩義から藩主を祀るため、民衆によって建てられた。また、報恩だけでなく、上田城が遺した栄光や功績を後世に伝えるためでもある。
もともとは松平神社として松平氏のみを祀っていたが、戦後、歴代の藩主も祀るべきという声が上がり、真田神社と名を改め現在に至る。	2024-02-12
	3	[image: 眞田神社]	眞田神社	眞田神社は上田城本丸跡に位置していて、真田氏、仙石氏、松平氏という歴代の上田城主を御祭神としています。なかでも松平家は真田氏、仙石氏のあと、江戸時代の中期から明治時代の廃藩に至るまで、七代で160年以上上田城主であり続けました。そのため、眞田神社は松平（しょうへい）神社と称されていました。
@上田市二の丸1-12	2024-01-15
	4	[image: 水かけ地蔵]	水かけ地蔵	　旧街道でもある柳町商店街の入り口付近にちんまりとたたずむ一体のお地蔵様。すぐ近くにある湧き水を柄杓ですくい、お地蔵様にかけると縁結びのご利益があるようだ。
この湧き水は明治時代初期に海禅寺の境内から柳町まで地中に敷いた木管を流れてくる「保命水」だという。
　隣の石碑には江戸時代の俳人である加舎白雄が柳町で詠んだ句が彫られている。白雄は上田藩主の次男である。
「白壁に 百筋あまり 柳かな」	2023-12-21
	5	[image: 上田のシンボル　上田城]	上田のシンボル　上田城	上田城は真田昌幸が1583年に築城を開始した城である。関ヶ原の戦いで、真田昌幸が敗れたことにより天守は解体されたが、石垣や櫓は今でも現存している。また、明治時代初頭には陸軍の分営が置かれたが、その後払い下げられた。何度も戦いの拠点となり、時代によって様々な利用をしてきた上田城だが、現在では観光地と上田の歴史資料として利用されている。春の桜は見どころで、満開の季節には全国から多くの観光客が訪れる。	2023-11-30
	6	[image: まとめ]	まとめ	
https://jpsearch.go.jp/item/dignl-848938 

明治時代と現代の美容について比較してわかったことは、いまも昔も変わらず日本人女性の美意識は高いことである。
年相応で、素材を活かす化粧が愛されるのは昔から変わっておらず、日本人女性の繊細な美意識からくるものであることがわかった。
意外だった点は、化粧水、パーソナルカラー、色の組み合わせの概念が明治時代からあった点である。
この分析を通して、一人の日本人女性として「日本人の美しさ」を大切にしていきたいと思った。	2023-02-08
	7	[image: 明治時代のスキンケア、パーソナルカラー]	明治時代のスキンケア、パーソナルカラー	日傘は廃れ、西洋風の小型な蝙蝠傘が流行っていた。雨の時は不便であるが、「流行のため仕方がない」と言われているのが面白い。
流行に振り回される当時の人の苦労が垣間見えた。
青みがかった顔色の人は紅色、茶色の傘を選ぶと顔色とうまく調和する。青、紫、緑は顔が尚更青ざめてみえ、黄色の顔色が悪く見える。
赤みがかった顔色の人は、青、紫、緑色の傘を選ぶと顔色とうまく調和する。紅、茶色は顔が尚更赤く見える。
現代の「ブルーベース」「イエローベース」は最近生まれた概念だと思っていたが、明治時代から存在していた。

明治時代の人はグリセリンを水に溶いたものを顔に塗り保湿していた。現代の化粧水の主な成分にグリセリンは含まれている。また、肌が白いのが美しいとされている価値観は明治時代から変わっていな	2023-02-08
	8	[image: 明治時代のお洒落と色]	明治時代のお洒落と色	
https://jpsearch.go.jp/item/dignl-848938 

婦人の装飾には二方面があり、そのいずれもおざなりにはできない。二方面とは第一が肉体の美、第二が服飾の美とある。
肉体の美とは、紅を塗り白粉を施しあるいは肉色を麗しくはせ、あるいは穢れを着けず、あるいは手の指を美しくさせ、あるいは爪紅を入れあるいは顔立ちによって白粉の塗り方を違える。
顔色を良くする化粧や、顔立ちによって化粧を変える等は現代と共通していることがわかる。

服飾の美とは髪の飾りから始めて、衣服、指輪、下駄など体の格好に応じて帯の締め方もあり、顔の色に応じて半衿や羽織などの色の去り嫌いもあり、良くも悪くもこれひとつでどうでもなる。とある。
顔の色に応じて服装や化粧を変えるのは、今で言う「パーソナルカラ	2023-02-08
	9	[image: 明治時代から女性の化粧はマナーだった]	明治時代から女性の化粧はマナーだった	
https://jpsearch.go.jp/item/dignl-848938 

明治時代の書籍「化粧と服装」によると、「婦人は世のため装飾する義務を持つ」とある。
女性がメイクをするのはマナーであることは、明治以前から言われていた。
「婦人が身を装う事必ずしも惹こうとの目的のみではない」
「装飾に身分と年齢との相応の程度のあるべき事」
年相応のメイクが求められているのは現代と変わらないことがわかった。
「身だしなみの心得は、第一が色の配合、第二が形の配合」とされている。
「自然の理に適っているのが装飾の最上となるのである」と書かれていることから、現代でも日本でナチュラルメイクが好まれている所以がわかった。	2023-02-08
	10	[image: 娘義太夫]	娘義太夫	娘義太夫の竹本京子と京枝
山本松谷(1870 - 1965) - 『風俗画報』明治32年3月号(185)（『ビジュアルワイド明治時代館』p.255 収録）	2023-02-05
	11	[image: 現代の名刺]	現代の名刺	現代の名刺は、名前、会社名、役職、住所、連絡先等、今まで紹介した名刺と比べて多くの内容が載っている。
また、左には青色のデザイン装飾があり、こういったデザインによってその人や会社の雰囲気を伝える事ができる。
紙質やその他加工も様々な種類があり、一人ひとりがこだわりの名刺を作ることができる。
現代の名刺は主に、自己紹介ツールとして使われている。また、信頼度は低いが身分証明にも使うことができる。

ビジネス名刺の無料デザインテンプレートver.11 (4色展開) | デザイン作成依頼はASOBOAD | フリーDL素材, 無料名刺・カードデザインテンプレート https://asobo-design.com/nex/template-92-42871.html


・まとめ
明治時代と現代の名刺を比較することで、明治時代の時代背景や、文化が読み取れたように思った。
しかし、今回考えたこと	2023-02-01
	12	[image: 安江仙政の名刺]	安江仙政の名刺	明治時代の新竹縣税務官、安江仙政の名刺である。
（新竹縣＝台湾の北西部に位置する県）
中村利貞のものと同じ明治時代の名刺であるが、安江氏の名刺の方が印刷技術が上回っているように見える。
文字がはっきりしており、現代の名刺のような美しい文字配置がされている。
印刷技術がかなり違うのは位や環境の違いからだろうか。

佐賀県立図書館データベース- 古文書・古記録・古典籍データベース https://www.sagalibdb.jp/komonjo/detail/?id=49363	2023-02-01
	13	[image: 上田町]	上田町	上田町の明治時代前期の姿である。寺や神社が多いことが分かる。現在の上田町と比べても全く同じ名前の寺や神社が残っておりその中には江戸時代から姿を変えず残っているものもある。

https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03MP0301080250　(信州デジタルコモンズ)	2023-01-27
	14	[image: 壮丁学力検査問題（『西塩田時報』第1号（1923年7月１日）1頁）]	壮丁学力検査問題（『西塩田時報』第1号（1923年7月１日）1頁）	明治時代、徴兵制度に基づいて満20歳の青年全員に行われた「壮丁検査学力試験」の問題が載っていました。壮丁検査とは、徴兵検査受検義務者を壮丁と称し、教育や学力の程度を測るための調査です。
「人の本分は何か」という問いや、「我等の進むべき道」という題の作文がありました。また、書取では「議会協賛」や「心身鍛錬」などが出題されていました。問題から、戦争が身近にあり、求められているのは化学的な知識や学力ではなく、愛国心や天皇や国策に関する理解だったことが読み取れました。


この記事は以下から参照できます。
#1『西塩田時報』第1号（1923年7月１日）1頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0001.jpg	2022-12-25
	15	[image: 上田映劇]	上田映劇	明治時代、末広座という芝居小屋があり、そこに1917年に建てられたのが上田映劇の前身「上田劇場」です。当時一階には桟敷（さじき）と花道があり、回り舞台仕様歌舞伎座と同じような作りをしていました。上田市で100年の歴史を誇る老舗劇場です。	2022-12-05
	16	[image: 西部地域　丸山邸]	西部地域　丸山邸	明治時代に上田城から移設したとされる石垣が残る、丸山平八郎の邸宅。
近辺には矢出沢川が流れており、涼しげな雰囲気だった。現在は近くに植物屋なども置かれている。	2022-10-30
	17	[image: 旧横田家住宅について]	旧横田家住宅について	旧横田家住宅は1800年代前半から中頃にかけて建築されたとされる武家屋敷です。横田家は、幕末から明治・大正・昭和にかけて最高裁判長や鉄道大臣等多くの秀才を生んだ家です。明治時代には世界遺産の富岡製糸場へ伝習工女として働き、製糸場の様子を記した有名な「富岡日記」を書いた横田英がここで育ちました。	2022-10-29
	18	[image: 丸山邸]	丸山邸	たそがれ清兵衛のロケ地です。石垣はかつて上田城のものだったようです。明治時代にこの場所に移されたとの事です。とても歴史を感じました。この辺は川辺で涼しく散歩にちょうど良いです。
上田市は自分が思ってた以上に歴史に満ちあふれてると思いました。	2022-10-24
	19	[image: 長野松竹相生座・長野ロキシー]	長野松竹相生座・長野ロキシー	長野松竹相生座・長野ロキシーは、権堂商店街の通りにある小さな映画館です。建物は増改築を重ねているものの、明治時代当時のものが現在も使われており、築120年という歴史があります。レトロで歴史を感じさせる外観でした。	2022-05-10
	20	[image: みすゞ飴本舗 飯島商店で歴史を感じる]	みすゞ飴本舗 飯島商店で歴史を感じる	上田駅から徒歩3分程度にある、みすゞ飴本舗 飯島商店 上田本店に初めて行ってきました。
本店は大正モダンな雰囲気で、みすず飴やジャムが販売されていました。みすず飴の他にも大正時代のものと思われる道具、花岡塗という上田市特有の漆工芸品が展示されていました。
ショーケースにはみすず飴が展示されており、宝石のような輝きを放っていました。上田市民ですが、みすず飴がこんなに綺麗なものだとは思っていなかったので驚きでした。

本店を出て少し歩いたところに分店がありました。分店は明治時代に養蚕業が栄えていた頃、上田駅から出荷される蚕の繭を一次集積用に建てられた繭蔵だそうです。この建物は貴重な国民的財産として大切にされています。
分店でもみすず飴やジャムを購入できます。

みすず飴本舗専用の駐車場	2022-05-10
	21	[image: 江戸の上田藩中屋敷跡を対岸から望む]	江戸の上田藩中屋敷跡を対岸から望む	▲上：上田藩中屋敷跡を対岸から望む
▼下：『江戸切絵図・浅草御蔵前辺図』の部分（屋敷は松平伊賀守と記されている）
　　　（下記国立国会図書館の図版を使用）

隅田川のこの地点（▲上）は、東京都墨田区横網町になります。ちょうど背後に両国国技館がある辺りの位置です。対岸は浅草橋付近、かつては浅草瓦町と呼ばれた辺りで、上田藩中屋敷の跡地になります。向かって右手方向は幕府の御蔵(米蔵)が建ち並んでいた場所になります。言い換えれば、舟運が物流の主流であった時代、ここがまさにその物流の江戸の中心地でした。

上田藩の江戸屋敷は年代によって変遷します。上屋敷は長らく神田の昌平橋付近にありました。上田藩主松平忠固が老中になったのに伴い、上屋敷は大名小路(現在の皇居外苑)に移ります。その後、幕末はこの	2022-05-09
	22	[image: 山口慎『白露日記』原本]	山口慎『白露日記』原本	激動の明治時代を生きた上田出身の私の曾祖父・山口慎について上田の方々に知っていただけたらと思い投稿します。別ファイルに現代語訳があります。

山口慎(1846-1913）は上田藩士・山口毅の次男で明治5年松平忠礼・忠厚兄弟公のアメリカ留学に随行し、帰国後は東京銀座で日本初の西洋酒問屋「清水谷商会」を営む。明治22年、高橋是清のペルー銀山開拓事業に同行し、その顛末を『白露日記』に残す。明治４５年には松平家から財政再建を頼まれて、東京の松平邸に移り住み私財を投げ打つが病いに倒れた。	2022-05-07
	23	[image: 5 当時の上田市について]	5 当時の上田市について	上田市の文化的特徴と言えばやはり「蚕都」として発展した点です。
養蚕業、製糸業を始め関連産業が好況で、桑園も拡大していき、多くの住民が蚕中心の生活をしていたのだと思われます。また、こういった街の繁栄は演劇等の娯楽にも広がり、演芸館・劇場が建つこともありました。さらに、市民の生活用品である酒類・醤油・味噌を扱う店、綿糸・染物を商う店、魚・金物・雑貨を商う店が集まり、上田の町の繁栄を支えていました。

観光の面でも産業の面でも古くからにぎわっていた街であり、また別所温泉などの温泉宿も多くあったため、観光地としても発展していたのではないでしょうか。

信州最古の温泉である別所温泉は明治時代にはすでに年間宿泊、入浴客数が２万人を超えており、大正時代には観光旅館として設立し温泉収入が別所	2022-02-09
	24	[image: 4.蚕糸業が衰退している原因]	4.蚕糸業が衰退している原因	江戸時代から明治時代まで信州上田を支えてきた蚕糸業はなぜここまで衰退してしまったのでしょうか。

衰退した原因は幾つもあるので紹介していきます

原因①和装の需要が低下

日本は古くから和装が常識でした。特に江戸時代から明治時代は和装の市場も大きく、それに伴って原料である生糸はとても需要がありました。

しかし、明治時代を越えると次第に洋服の需要が増えていき、和服の需要は一気に低下しました。和服の低下と共に蚕糸業も衰退していきました。

原因②海外の生糸を輸入※絹糸・・生糸を加工した糸

日本が近代化していくにつれ、海外、特に東南アジアで大量生産された安い生糸を加工し、絹糸にする方が国内の蚕糸を使うよりも安く大量に仕入れられるため、海外の生糸の方が需要が高くなってしまいました。

そ	2022-02-03
	25	[image: 呉市の歴史]	呉市の歴史	広島県呉市は、面積35,318平方キロメートル、人口213,640人と広島県三番目の都市。

平安時代に遣唐使の往来があったことや、平清盛が関係した「音頭の瀬戸」からも分かるように、古くから海と船にゆかりのある地域である。

明治時代には、海軍の拠点の一つとして海軍の鎮守府を置き、軍港と共に発展を遂げる。

海軍開庁時に、人口も増加に転じ、ピーク時には400,000人にも上り、職人だけで30,000人もいたが現在は半減し、尚も減少傾向にある。

終戦後、「旧軍港転換法」の成立により、現在の産業の発展の糧となる。

海軍の施設は、観光資源としても再利用され、毎年多くの観光客が訪れる。

2016年には、映画「この世界の片隅に」がヒットし、再び注目を浴びる。

出典：「富国強兵とひろしま～軍港呉～」
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploade	2022-01-29
	26	[image: 上田市公文書館]	上田市公文書館	先日初めて上田市公文書館に行ってきました。この建物の存在自体は知っていましたが、なかなか行く機会がなく、今回初めて訪れてみたのですが、やはり場所もとても分かりづらいがために、地元の方にもほとんど知られていないようで、それがとてももったいないように感じました。この建物には、明治時代に作成された公文書などが保管されており、閲覧するには申し込みが必要なのですが、現代にとってはとても貴重な資料がたくさん保管されているため、上田のことを知るにあたり、特に地元の方には知っていて欲しい場所であると私は感じました。	2021-05-25
	27	[image: 馬車鉄道石碑]	馬車鉄道石碑	何故かミニストップ（コンビニエンスストア）の裏にある石碑。明治時代に鉄道が栄える前に存在していた馬車による鉄道の停車場跡地。
歴史の存在を思わせる。	2021-05-06
	28	[image: 上田大神宮]	上田大神宮	明治19年に伊勢皇太神宮と同じ神明造りで3分の1の規模の社殿の建立が計画され、明治24年に柳町大神宮として鎮座した。
大通りに面した場所に本格的な神宮があるので景観としては少しミスマッチな感じがする。でも大きな神社なのでお参りをするにはよさそう。	2021-05-05
	29	[image: 上田警察署保野分署跡]	上田警察署保野分署跡	塩田郵便局近くの細い道にある跡である。以前から存じていたが、じっくり見ることはなかったため選んだ。明治時代にこの場所に分署があり、非常に短い期間ではあったものの現在でも跡が残っていることに関心を持った。かなり広い範囲の分署であったことから、地域の住民の方々に密接にかかわっていたのではないかと推測した。	2021-05-03
	30	[image: 明治28年の海野町を記録した写真]	明治28年の海野町を記録した写真	海野町のすや(酢屋)呉服店が所蔵している古い写真の一枚。写真の裏面には「明治二十八年」との書き込みがある。1895年(明治28年)は、日清戦争が終結、勝利した年に当たる。旭日旗や「送小林」の旗などが見える。出征兵士を送り出す情景の記録ではないだろうか。海野町商店街の沿道に大勢の人々が繰り出し、人々の目線が写真機の方を向いている。向かいの店の看板「酢屋本治郎」が読み取れる。

驚くことにその軒先の屋根上に楽隊が陣取っている。大太鼓、小太鼓、クラリネット、チューバ、ホルン（他にシンバルも？）が確認できる。明治のこの時代にこれだけの楽器を有する音楽隊があったことを物語る貴重な証拠写真である。当時、上田が西洋文明をいち早く吸収した先進的な文化都市であったこと、経済的にも反映していたことを雄弁に物	2021-03-26
	31	[image: 上田町会議案綴(1902/明治35年 上田町)]	上田町会議案綴(1902/明治35年 上田町)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	上田町会議案綴(1902/明治35年 上田町)
 528頁／114MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
 528ファイル／126MB



▼上田市公文書館資料情報
上田町会議案綴
うえだちょうかいぎあんつづり
請求番号	01-M35-01-1356
文書の種類	旧役場文書
地域	上田町
作成年度（和暦）	明治35年
	2021-03-07
	32	[image: 村会書類(1917/大正6年 泉田村)]	村会書類(1917/大正6年 泉田村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	村会書類(1917/大正6年 泉田村役場)
 172頁／40MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]+PDF　ZIP形式で圧縮
 画像173ファイル／153MB



▼上田市公文書館資料情報
村会書類
そんかいしょるい
請求番号	01-T06-01-1216
文書の種類	旧役場文書
地域		2021-02-12
	33	[image: 鉄道　道路　河川　橋梁(1898/明治31年 城下村)]	鉄道　道路　河川　橋梁(1898/明治31年 城下村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	鉄道　道路　河川　橋梁(1898/明治31年 城下村)
 56頁／14MB


	[image: PDF]		全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]+PDF　ZIP形式で圧縮
 画像59ファイル／52MB



▼上田市公文書館資料情報
鉄道　道路　	2021-02-12
	34	[image: 別所線路ニ関スル書綴(1893/明治26年 川辺村)]	別所線路ニ関スル書綴(1893/明治26年 川辺村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	別所線路ニ関スル書綴(明治26年/川辺村)
 246頁／62MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]+PDF　ZIP形式で圧縮
 画像246ファイル／230MB



▼上田市公文書館資料情報
別所線路ニ関スル書綴
べっしょせんろにかんするしょつづり
請求番	2021-02-12
	35	[image: 明治時代の大屋地域]	明治時代の大屋地域	これは明治時代の実際の大屋地域の写真です。
㉓と書かれている場所が大屋地域で明治３０年に入ってから多くの住宅が建てられました。
明治初期は１３０軒ほどだった民家も平成に入ると１３００軒を超える民家が建てられました。
㉑はスーパーがありましたが移転するなど、大きな変化があったのは昭和３０年～６０年ごろです。

【参考文献】
上田市史　第６６図　１５５貢	2021-02-01
	36	[image: 現在の海野宿(2021年)]	現在の海野宿(2021年)	2021年1月27日に撮影した海野宿の写真である。

奧には白鳥神社がある。

写真の一番手前に見えるうだつは、「本うだつ」と呼ばれており、江戸時代の裕福な家に見られたうだつである。
また、屋根の横の白く、黒い横の線が入っているうだつは「袖うだつ」と呼ばれているうだつであり、明治時代の裕福な家に見られた。	2021-01-27
	37	[image: 村会書類(1917/大正6年 泉田村)]	村会書類(1917/大正6年 泉田村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
村会書類(1917/大正6年 泉田村役場)
172頁／137MB


▼上田市公文書館資料情報
村会書類
そんかいしょるい
請求番号	01-T06-01-1216
文書の種類	旧役場文書
地域	泉田村
作成年度（和暦）	大正6年
作成年度（西暦）	1917
作成部課	泉田村役場
保存場所	上田市公文書館
概要
鉄道停車場位置に関する意見書ほか議事録
→上田市公文書館目録検索システムの当該資料情報

この資料は上田市公文書館収蔵のものをデジタル化し(非公開部分を除く)、長野大学前川研究室が上田市に歴史公文書等	2021-01-13
	38	[image: 鉄道　道路　河川　橋梁(1898/明治31年 城下村)]	鉄道　道路　河川　橋梁(1898/明治31年 城下村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
鉄道　道路　河川　橋梁(明治31年城下村)
57頁／44MB


▼上田市公文書館資料情報
鉄道　道路　河川　橋梁
てつどう　どうろ　かせん　きょうりょう
請求番号	01-M31-01-2109
文書の種類	旧役場文書
地域	城下村
作成年度（和暦）	明治31年
作成年度（西暦）	1898
作成部課	城下村役場
保存場所	上田市公文書館
概要
株式会社京釜鉄道株式申込　鉄道敷設の影響調査通知　里道修繕の件　郡補助道編入願
備考
明治34年まで　図面（彩色）あり。裏表紙なし
→上田市公文書館目録検索	2021-01-13
	39	[image: 別所線路ニ関スル書綴(1893/明治26年 川辺村)]	別所線路ニ関スル書綴(1893/明治26年 川辺村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
別所線路ニ関スル書綴(明治26年川辺村)
246頁／204MB


▼上田市公文書館資料情報
別所線路ニ関スル書綴
べっしょせんろにかんするしょつづり
請求番号	01-M26-01-136
文書の種類	旧役場文書
地域	川辺村
作成年度（和暦）	明治26年
作成年度（西暦）	1893
作成部課	
保存場所	上田市公文書館
概要
上田原より神畑に至る里道開削に要する土地収用に関する資料・里道開削潰地小前調査表・別所線橋梁目論見帳ほか
→上田市公文書館目録検索システムの当該資料情報

この資料は上田市	2021-01-12
	40	[image: 上田市大字常磐城字生塚全図(地籍図 1921年 )]	上田市大字常磐城字生塚全図(地籍図 1921年 )	上田市大字常磐城第弐拾参番字生塚全図(上田市税務課所蔵)
調製　1890年(明治23年)12月
複製　1921年(大正10年)12月
製図者/測量士　馬場亀松(上田市役所地理主任)
曲尺　壱分ヲ以テ一間トス
サイズ：Ａ１版より小さい（Ａ１版の台紙に貼付されている）

上田市大字常磐城(ときわぎ)字生塚(うぶつか)の地籍図である（現在は上田市常磐城四丁目）。地籍図は1889年(明治22年)の市制町村制施行に伴い、上田町大字常磐城(旧常磐城村)の地籍図として1890年作成したものを、1919年(大正8年)、上田町の市政施行に伴い、上田市に書き改めたものである。基本的には1890年と同じである。

★上田市大字常磐城第弐拾参番字生塚全図(PDF)1.1MB

[image: ]	2021-01-11
	41	[image: 小県郡城下村大字小牧全図(地籍図1890年)]	小県郡城下村大字小牧全図(地籍図1890年)	小県郡城下村大字小牧全図(上田市税務課所蔵)
調製 1890年(明治23年)5月
縮尺 3,000分の1
サイズ：Ａ１版より小さい(Ａ１版の台紙に貼付されている)

城下村大字小牧(地籍図作成当時、現上田市小牧)の「地籍図」を基に作成した地図。

図版は上田市税務課所蔵の当該地籍図の複写図版を合成し作成したものである。
（データ編纂：長野大学前川研究室）

★小県郡上田町全図(PDF)1.2MB

[image: ]

★小県郡上田町全図(高精細JPEG画像)18420×13080ピクセル 115MB

[image: ]	2021-01-11
	42	[image: 小県郡上田町全図(1901～1910年頃)]	小県郡上田町全図(1901～1910年頃)	小県郡上田町全図(上田市税務課所蔵)
制作年代：1901～1910年頃
縮尺12,000分の1
サイズ：Ａ１版より小さい（Ａ１版の台紙に貼付されている）

上田町(地籍図作成当時)全域の「地籍図」を基に町全図として作成した地図。上田町各地の字が一瞥できる。
制作年代は不詳ながら、「上田尋常男子小学校」(1901～1922)、「小県蚕業学校」(権現坂上の時代 1900～1922)が記されている。また上田蚕糸専門学校(1910～1951)は記されていないことから1901～1910年(明治34～43年)の間の地図と推定される。

図版は上田市税務課所蔵の当該地図の複写図版を合成し作成したものである。
（データ編纂：長野大学前川研究室）

★小県郡上田町全図(PDF)1.3MB

	2021-01-10
	43	[image: 上田市の観光資源]	上田市の観光資源	別所温泉誌
NPO長野県図書館等協働機構/信州地域資料アーカイブ

上田市は観光地というイメージがある。
上田市にどのような観光資源があるのかを調査。利用方法や客層を調査しました。
上田の観光資源といえば別所温泉。この資料には別所温泉、別所村の地理と歴史の概要が記されています。
この本は明治時代に刊行されており、当時から観光地として発展していっていたほか、湯治を行う場所として医療の面でも大いに利用されていたことが正しい入り方、利用の仕方を本の中で解説されていることから詳しく理解できます。	2020-12-18
	44	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	明治時代からの建物が現在に至っており、当時の様子が伺える。繭を大量に保管しており、蚕糸業において重要な役割をしていたのだろう。	2020-11-19
	45	[image: 生島足島神社　大鳥居]	生島足島神社　大鳥居	生島足島神社より東に位置する大鳥居。
明治時代中頃に立てられ、移設を行い現在の位置に立っている。	2020-11-06
	46	[image: 『信濃蚕糸業史・中巻』(1937年)]	『信濃蚕糸業史・中巻』(1937年)	
『信濃蚕糸業史・中巻』(1937年)
1258頁／容量 89MB
ダウンロード表示には時間がかかります。

[image: ]

★目次と奥付(抜粋・PDF)



＜目次＞
蚕種篇
　第一章　蚕種製造業の発達
　第二章　蚕種販売
　第三章　蚕種業の奨励
　第四章　蚕種業に関する組合の起源及其変遷
　第五章　江戸時代に於ける蚕種に関する法規の変遷
　第六章　明治時代に於ける蚕種規則の変遷
　第七章　蚕種検査
　第八章　きょうそ駆除
　第九章　蚕業取締事務機関の変遷
　第十章　国立原蚕種製造所松本支所設置の沿革
　第十一章　蚕品種の変遷附蚕品種整理に関する	2020-06-24
	47	[image: 明治時代を体感！旧中込学校]	明治時代を体感！旧中込学校	佐久市に現存する擬洋風学校である。明治８年に完成し、日本国内に現存する擬洋風学校としては最も古い建築物の１つでもあり、長野県宝・国重要文化財に指定されている。また、敷地を含めて国史跡にも指定されている。移築や改変等が少ないため、当時に近い姿で残っている点が特徴であり、気軽に明治の雰囲気を感じる事ができる。
正面から見て横長でなく縦長な形をした校舎、八角形の塔の部分には太鼓が吊るされている点が興味深い。他にも、カラフルなガラスが目を引き、魅力を感じる。	2020-05-26
	48	[image: 真田神社]	真田神社	立派な鳥居の真田神社。上田市民のお散歩コースの一角になっている。上田城跡公園内にあり、境内には真田井戸と呼ばれる井戸がある。
歴代の上田城主を合祀し上田城跡守護の由緒ある神社として地域住民に愛されている。
大学入学を祈願し、ここを訪れることも。
神社としての威厳を保ちつつ、現代要素も感じる。	2020-05-26
	49	[image: 楽茶レンガ館]	楽茶レンガ館	明治時代に流行した施釉煉瓦がとても美しい建物となっております。
この建物は現在「楽茶レンガ館」というレストランとなっています。明治45年では信濃中牛馬合資会社」という運送会社でした。その後、国登録有形文化財になり、昭和34年に善光寺郵便局になりました。平成に入ってからは長野市物産館として様々な人に親しまれてきましたが物産館は閉鎖となる。そして現在、フレンチレストランとして地元の方々から愛されています。	2020-05-26
	50	[image: 海野町商店街]	海野町商店街	海野町は今から420年ほど前に誕生し、江戸時代には、北國街道上田宿の宿場として繁栄しました。明治時代、上田駅開業に伴い、海野町の商圏が拡大され、街が賑わい、上田の中心街となりました。
今でも新しい店舗が次々設置されています。	2020-05-26
	51	[image: 静岡浅間神社]	静岡浅間神社	徳川家康とゆかりが深い神社で、徳川幕府の指示によって造営されたものです。静岡を代表するお祭りの1つである廿日会祭が開催される神社として知られています。
明治時代に別々の家で管理されていた3つの神社が、1つの神社となったことが面白いなと思います。	2020-05-25
	52	[image: 久能山東照宮]	久能山東照宮	晩年を駿府で過ごした徳川家康が埋葬された神社で、国宝にも認定されています。明治時代以降50年に一度社殿を始めとした諸建造物の漆塗り替えが行われています。
東照宮までには1159段の階段があり、「いちいちご苦労さん」と呼ばれていることに市民の親しみを感じます。	2020-05-25
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